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新型インフルエンザの流行で，今年の日本言語聴覚学会は参加者が減少するので

はないかと心配しましたが，それは杞憂に終わり，川崎医療福祉大学で開催された

会は盛会のうちに終了しました．発表演題は225題あり，関連分野の学問の進歩と

変化の激しい臨床状況を反映した興味深い研究が多く発表され，充実した会でし

た．臨床現場の複雑な問題を研究課題とし，客観化するには一定の方法論が必要で

すが，この難解な作業に意欲的に取り組まれた研究が多く，本分野では研究と臨床

が表裏一体の関係で進んでいることを実感しました．

発表演題を総じてみますと，研究方法としては量的研究が多く，的確な方法で行

われた質的研究はまだ少ないといえます．言語やコミュニケーションは，数値化し

にくい現象であり，数値化するためには一定の条件統制が必要となります．しかし

ながら，条件統制を厳密にしすぎますと，自然な行動からかけ離れた特定の反応を

研究対象にすることになり，その結果の現実への適用が難しくなります．言語やコ

ミュニケーションには，量的分析だけでは掬いがたい部分があり，それが意味伝達

においては非常に重要です．質的研究の方法論は発展途上にありますが，本分野に

おいて客観性の高い，すなわち自己省察性の強い質的研究が増えることを期待した

いと思います．

(藤田郁代)
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